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                                                               平成 20 年 10 月 28 日 

各      位 

会 社 名  日鍛バルブ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 高 橋 久 雄 

（コード番号  6493  東証第 二 部） 

問合せ先  常務取締役  小 池 敏 雄 

（TEL． ０４６３－８２－１３１１） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年８月４日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）平成 21 年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成

20 年９月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期純利

益 

１株当たり 

四半期純利益

（円銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 17,400 1,900 2,200 1,500 55.10 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 18,000 1,900 2,050 1,050 38.57 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 600 0 △150 △450 ― 

増 減 率            （％） 3.4 0 △6.8 △30.0 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 20 年３月期第２四半期） 
17,486 2,100 2,328 1,003 38.01 

（金額の単位：百万円） 

 

（２）平成 21 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

（円銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 38,800 4,400 4,800 2,600 92.67 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 37,000 3,700 4,000 1,800 64.16 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,800 △700 △800 △800 ― 

増 減 率            （％） △4.6 △15.9 △16.7 △30.8 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
36,462 3,806 4,138 1,972 74.75 

（金額の単位：百万円） 
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２．個別業績予想数値の修正 

（１）平成 21 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 20年４月１日～平成 20 年

９月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期純利

益 

１株当たり 

四半期純利益

（円銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 13,000 440 900 1,000 36.73 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 13,560 170 840 1,000 36.73 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 560 △270 △60 0 ― 

増 減 率            （％） 4.3 △61.4 △6.7 0 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 20 年３月期第２四半期） 
12,463 345 801 392 14.89 

（金額の単位：百万円） 

 

（２）平成 21 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

（円銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 28,000 1,100 2,250 2,000 71.28 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 26,700 300 1,600 1,500 53.46 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,300 △800 △650 △500 ― 

増 減 率            （％） △4.6 △72.7 △28.9 △25.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
27,363 824 2,033 1,341 50.84 

（金額の単位：百万円） 

 

３．連結および個別業績予想数値の修正の理由 

① 連結 

第２四半期連結累計期間につきましては、急速な為替の変動により一部子会社において為替差損

を計上したこと等により経常利益、四半期純利益が前回の発表予想から減益となる見込みです。 

通期業績につきましては、個別業績の修正によるもの及び更なる円高の進行による本邦通貨への

換算差額から業績予想を修正するものであります。 

② 個別 

第２四半期累計期間におきましては、売上高は予想値を若干上回る見込みですが、売上高の品種

構成の変化と材料価格の上昇等による諸経費の上昇により営業利益が予想値を下回る見込みで

す。 

通期業績につきましては、サブプライムローン問題に端を発した景気の急激な減速が、10 月以

降の受注動向に影響し、前回の発表予想から減収減益となる見込みです。 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の様々な要因によって異なる結果となる場合があります。 

以  上 


